
問同館☎0422-42-6233

　開館30周年と、建物が大正15（1926）年に登記さ
れてから100年という節目を迎えることを記念し、
三鷹市指定有形文化財である建物の変遷を、残され
た記録や関係者の記憶をたどりながら解説します。
日9月12日㈯～令和9年3月7日㈰午前9時30分～
午後5時（㊡月曜日〈休日の場合は開館し、休日を
除く翌日と翌々日を休館〉）　所同館　 ¥ 300円

（入館料。中学生以下・障害者手帳をお持ちの方は
無料）　申期間中会場へ

企画展関連講演会
三鷹市の文化財行政と山本有三記念館の評価
　法政大学名誉教授の馬場憲一さん（写真）にお話しいただきます。
日10月11日㈰午後2時～3時30分　人40人　所三鷹ネットワーク大
学　申申し込みフォーム（QRコード）、または代表者の必要事項（9面参
照）・参加者氏名（2人まで）・何を見て応募したかを往復はがきで郵

「〒181-0013下連雀2-12-27山本有三記念館」へ（1人1通。先着制）

問同賞事務局（㈱筑摩書房内）☎03-5687-2680

　既成の枠にとらわれない作品のご応募をお待ちして
います。受賞者には、記念品と副賞として100万円が
贈られます。
※応募規程など、詳しくは同社 HPをご覧ください。
申12月10日㈭（消印有効）までに400字詰め原稿用紙
50～300枚にまとめた未 発 表 小説1～2篇を郵「 〒 
111-8755台東区蔵前2-5-3筑摩書房内太宰治賞係」
へ

◆太宰治賞とは
　同賞は、昭和39年に同社が創設した小説の
公募新人賞で、吉村昭など多くの著名作家を
世に輩出してきました。第14回を最後に中断
していましたが、三鷹になじみの深い太宰治
の没後50年（平成10年）を機に、市が再開を呼
び掛け、共同主催の形で復活しました。

◆選考委員（敬称略）

　荒川洋治、奥泉光、中島京子、津村記久子

開館30周年 建物の記録と記憶開館30周年 建物の記録と記憶
―三鷹市山本有三記念館、100年の時を経て―三鷹市山本有三記念館、100年の時を経て

第43回
太宰治賞
作品募集

「国立国語研究所 三鷹分室」時代（昭和26～28年頃）

新企画展

三鷹ネットワーク大学共催

　『タロー・ジ・エンド』で第42回太宰治賞を受賞
した、こがわ ゆうじろうさん（写真）が、6月20日
に太宰ゆかりのスポットを巡った時の思いを寄稿
してくださいました。
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こがわ ゆうじろうさん

寄　稿　文

第42回太宰治賞受賞者
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